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東海道新幹線 大規模改修工事における新工法の開発について 
 
開業から６０年を迎える東海道新幹線の土木構造物を将来にわたって健全に維持し続け

るため、当社は２０１３年度より予防保全の観点から、土木構造物の大規模改修工事を進
めております。 
大規模改修工事の対象構造物のうちコンクリート橋に対しては、これまでコンクリート

の経年劣化によるひび割れなどを抑えるために、はね出しスラブと呼ばれる部材を高耐食
性めっき鋼板（以下、鋼板）で覆う工法により施工を進めてきました。 
今後もコンクリート橋に対する大規模改修工事を着実に進めるべく、技術開発を通じて

重い鋼板を使用する従来工法の改善を目指し、当社の小牧研究施設における各種検証試験
を踏まえ、このたび、軽くて高強度な炭素繊維材料を活用した新工法を開発しましたので、
お知らせします。 
 

１．概要 
・はね出しスラブの表面を炭素繊維シートで覆い、表面保護材を塗布します。（別紙１） 
・従来工法と同等以上にコンクリ－トの経年劣化によるひび割れなどを抑制できます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．導入効果 
開発段階での検証試験を踏まえると、以下の効果が期待できます。 
・安全性及び作業効率の向上 
 炭素繊維シートの重さは鋼板（最大 60kg/枚）と比べて 1/60以
下であり、取扱いが容易です。そのため、作業員の負担が大幅
に軽減し、被覆作業の安全性が大きく向上するほか、１人でも
施工が可能なため、３人以上で作業を行っていた従来工法（右
写真）と比較して作業効率も向上します。 

・コストの低減 
 新工法は、被覆作業の省人化ができるほか、構成部材が少なく、
材料費も鋼板より安価のため、従来工法と比較して３割程度の
コスト低減を見込んでいます。 

・工期の短縮 
 新工法では、高架下に建物がある場合でも大規模な撤去・復旧が不要なため、工期を短
縮できます。（別紙２） 

 
３．導入時期 
２０２４年９月から順次、新工法での施工を進めていきます。 

炭素繊維シート 

従来工法での作業の様子 
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大規模改修工事における工法の比較別紙１

【従来工法】
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・ “はね出しスラブ”の表面に炭素繊維シートを被覆（接着剤で
固定）し、炭素繊維シートの表面に表面保護材を塗布

・炭素繊維シートの重量は同じ面積の鋼板と比較して1/60以下

【新工法】
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・ コンクリート橋の”はね出しスラブ”の表面に鋼板を被覆（アンカーで固定）
・ 鋼板の重量は最大60kg/枚

（特許出願済）

防音壁固定
アンカー

防音壁

※イメージ



高架下に建物がある箇所での工法の比較

・ 炭素繊維シートを建物壁の内外に分割して被覆
・ 建物壁の内外の炭素繊維シートを
「炭素繊維アンカー」で一体化。
・ 十分なひび割れ抑制効果を確保しつつ、 外壁
にはアンカーを通す小さな孔をあけるのみで施
工が可能。

・ 建物の大規模な撤去復旧が不要なため、工期
の短縮が可能。

別紙２

・ 鋼板を取り付けるため支障する外壁の撤去・復旧が必要。
・ 場合により、建物の支障移転・復旧も必要。

高架下に建物がある箇所

【従来工法】

【新工法】

外壁が支障し、
撤去・復旧が必要

（特許取得済）
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